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共通教科「情報」では，各科目で導入の単元が設けられ，他の単元で個別の問題解決方法を学ぶ．だが，

各単元の内容面での関連性が明確でないため，多様な問題解決の方法のうち，これらを扱う合理的な説明に

乏しい．本稿では，Peirce の推論分類と探究段階に関する理論に基づいて各単元の特徴を整理し，共通教

科「情報」の授業を体系的に展開する指針を提案する． 

1.はじめに

新学習指導要領(1)では，共通教科「情報」に「情報

I」「情報 II」の 2 科目が設置される．両科目の単元の

うち，「情報 I」の単元「情報社会の問題解決」と「情報

II」の単元「情報社会の進展と情報技術」は「科目の

導入として位置づけ」るものとされ，「情報 II」の単元

「情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究」

は「科目のまとめとして位置付け」るものとされている． 

図 1に，学習指導要領に示された「情報 I, II」の単

元の関係性を示す．図 1にあるように，前述の 3単元

以外の各単元は，「問題の発見・解決を行う学習活動」

に対応するものであり，それぞれ異なる問題解決の方

法を扱う．両科目で「情報デザイン」「プログラミング」

「データの活用」の 3種の問題解決方法を扱うことで，

教科内での内容の系統性が確保されている． 

図 1 「情報 I, II」の単元の関係性 

だが，問題解決方法は，これら以外にも多数ある．

そのため，共通教科「情報」の授業を実施するにあた

り，次の問題が生じる危険性がある． 

⚫ 多様な問題解決方法のうち，共通教科「情報」

で上記の 3 種類を扱う妥当性が明らかでない．

⚫ 上記の各方法間の関連性が明らかでない．

そこで本稿では，Peirce による推論分類と探究段

階論に基づき，共通教科「情報」で扱う問題解決方法

の妥当性と，各方法間の関連性を明らかにし，各単

元を授業で扱う際の指針を示す． 

2. 先行研究

2.1 問題と問題解決

Simon(2)(3)(4)は，問題(problem)を「現状(As-Is)と

目標(To-Be)の間の差異」と定義した．現状から目標

へ至る経路を問題の解(solution)とし，問題の解を発

見することを問題解決(problem solving)と呼んだ．

Simonによる問題解決の概念を図 2に示す． 

図 2 Simonによる「問題」と「解」の概念 

2.2 Peirceの推論分類 

Peirce(5)(6)は，論理学で扱う推論について，事例

(case)・規則(rule)・結果(result)の 3 つの命題のいず

れを推論するかにより，推論を表 1の 3種に分類した． 

表 1 Peirceによる推論の分類 

推論の種類 前提 結論 

アブダクション (abduction) 規則と結果 事例 

演繹 (deduction) 事例と規則 結果 

帰納 (induction) 結果と事例 規則 

表 1 の 3 種の推論のうち，演繹のみが，前提が真

なら結論が真だといえるため，厳密性がある推論であ

る．帰納とアブダクションは，厳密性がない一方で，前

提に含まれない一般化した結論や新たな発想を得ら

れる点で，拡張性がある推論である． 

2.3 Peirceの探究段階論 

Peirce(7)(9)は 2.2 節の推論分類を基に，探究

(inquiry)活動の段階を，次のように設定した(8)． 

⚫ アブダクションによる仮説の考案

既知の知識(規則)と観察した現象(結果)から，

現象を説明する仮説(事例)を推論する

⚫ 演繹による仮説の検証可能化

考案した仮説(事例)と既知の知識(規則)から，

観察可能な現象(結果)を推論する

⚫ 帰納による仮説の実証
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実験で観察した現象(結果)と実験に用いた対

象(事例)から，仮説(規則)の正しさを推論する 

3.共通教科「情報」で扱う問題解決方法

共通教科「情報」で扱う問題解決を Peirce の探究

段階に当てはめると，表 2のようになる． 

3.1 情報デザイン 

Rowe(10)は建築を例に，アブダクションは「デザイン

において，極めて一般的なこと」と指摘した．また吉川
(11)は，「それ(デザイン)を誤りの可能性のあるアブダク

ションによって提案し，それを検証することによって実

在のものとする」ことが人類の歴史だと述べた．

このように，情報デザインによる問題解決の過程で

は，アブダクションの段階が特に重要である． 

3.2 プログラミング 

文科省(12)が初等教育段階でのプログラミング教育

の目標として掲げる「プログラミング的思考」は，中等

教育にも準用される．「プログラミング的思考」は，「自

分が意図する一連の活動を実現するために，(中略)

論理的に考えていく力」と定義される．ここでいう「論

理」は演繹推論を指している． 

このように，プログラミングによる問題解決の過程

では，演繹の段階が特に重要である． 

3.3 データの活用 

データの活用で用いる統計学は，真であることの証

明が困難な対象に対し，Hume(13)による自然の斉一

性原理に依拠して，帰納推論の妥当性を示すことを

目的とする(14)． 

このように，データの活用による問題解決の過程で

は，帰納の段階が特に重要である． 

4.おわりに

本稿では，Peirce の探究段階論と新学習指導要

領での共通教科「情報」の各単元の関連性を指摘し，

各単元で焦点化する内容や，授業全体で取り扱う際

の指針を示した．今後の課題には，本稿の指針に基

づく授業の実践や，各単元の実習で扱う教材の開発

が挙げられる． 
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表 2 Peirceの探究段階論に基づく問題解決過程の例 

情報デザイン プログラミング データの活用 

(1) 

アブダクション

デザインで解決すべき問題

を決定する 

プログラムで解決すべき問題

を決定する 

データから導き出したい仮説

を決定する 

(2) 

演繹 

デザインの形態や表現を検

討し，実際に作成する 

プログラムを作成し，意図す

る動作になるまで修正する 

仮説を示すための統計量を

計算する 

(3) 

帰納 

設計したデザインが正しく使

われたことを確認する 

プログラムが正しく動作した

ことを確認する 

仮説検定や推定などの統計

手法で仮説の正しさを示す 
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